
 

見学施設用(盛岡市)                    

機 関 名 
新渡戸稲造緑地（新渡戸稲造生誕の地） 

連絡先 ：019－604－3305（観光文化情報ﾌﾟﾗｻﾞ） 

      ：019－651－4111（盛岡市観光課） fax：019－604－1717 

所 在 地 盛岡市下ノ橋町 

特  徴 

この緑地は、新渡戸稲造没後 50 年を記念し、市民の浄財によって建立したもの

です。新渡戸博士は農学者、法学者、教育家、哲学者、国際人として有名ですが、

日本初の農学博士、東京女子大学初代学長、「武士道」の著者、国際連盟事務局

次長としても知られています。昭和 8年 8月ｶﾅﾀﾞﾊﾞﾝﾌでの太平洋会議に日本側理

事長として出席、当時の日米経済摩擦問題を解決すべく活躍をしましたが、昭和

8年 10月 15日ｶﾅﾀﾞのﾋﾞｸﾄﾘｱで 71歳の生涯を閉じました。 

また、岩手出身の後藤新平から招聘され、製糖産業を整備発展させた功績により

「台湾近代農業発展の礎を築いた人」として台湾でも広く知られるところです。 

博士が亡くなったあとも、博士の偉業を称え、ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ･ｺﾛﾝﾋﾞｱ大学（ｶﾅﾀﾞ B.C

洲）ｷｬﾝﾊﾟｽ内に新渡戸記念庭園が設けられるなど、博士を偲ぶ場所が日本だけで

はなく、外国にも数多くあります。1985 年 5 月、盛岡市とﾋﾞｸﾄﾘｱ市（ｶﾅﾀﾞ B.C

州都）は、博士が縁で姉妹都市を締結しました。 

交通案内 

ﾊﾞｽ ：JR 盛岡駅前 12番線ﾊﾞｽ乗り場「水道橋行き」乗車 約 10分「下の橋町」 

    下車、徒歩 2分 

ﾀｸｼｰ ：JR 盛岡駅より約 10分 

駐 車 場 

乗用車  1台可能（無料） 

ﾊﾞｽ    不可 

※岩手公園下観光ﾊﾞｽ駐車場から、下の橋経由、徒歩 10 分 

営業時間 いつでも見学可能 

休 業 日 いつでも見学可能 

所要/一巡 5～10分 

予  約 不要 

そ の 他  

入 場 券 無料 

 

 

新渡戸稲造博士銅像 

 

新渡戸稲造緑地 

 

ﾋﾞｸﾄﾘｱ市から寄贈された街灯 
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